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この雑誌は、視覚障害者自身が自らの境遇に基づいて、教育および生活

について何を考え、主張したのかを示す貴重な内容を、視覚障害者自身

が編集・刊行した。「むつぼしのひかり」は「六つ星の光」であり、その

意味は、六点の表音文字である点字と王座の象徴としての星座名を示し

ていると思われ、執筆者である東京盲唖学校卒業生が本誌に対して抱い

ていた強い願望と意欲が推測される誌名である。その内容が、盲教育や

生活に関する見解のみならず、彼らの主たる職種であった鍼按術、職業

論・社会評論・女性論・文芸等、非常に広範にわたっており、視覚障害

者同士がさまざまな主題について思想や主張を交換し、点字で文芸発表

をする唯一の場であり、いわば盲人の総合雑誌であった。障害当事者に

よる彼らのための点字雑誌であるから、他の資料では代替不可能な、当

事者自身の見解と主張を忠実に再現できる。また、全国の盲学校教師や

鍼按従事者、福祉事業家、女性活動家等として、全国的にどのように活

動し，ネットワークを築いていたのか、どのように教育的・福祉的・社

会的に機能したのかが把握できる。以上のような意味で、「むつぼしのひ

かり」のごく一部ではあるが、墨字訳は、まさに、視覚障害者と障害者

の新しい歴史（研究）の一頁が開かれることが期待できる画期的な資料

であることを明示することになると思われる。（監修者序文より） 第8号（1904.3）表紙 


